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山下理絵


令和7年1月21日(金)ピーポート甘木の中ホールにおいて第3回スタッフセミナーが開催されました。
「高齢者施設における感染対策」～行政側からの視点を含めて～というテーマで、福岡県北筑後保健福祉環境事務所 保健衛生課 感染症係 鶴田桂子様を講師に迎え、講演をしていただきました。セミナーでは、【高齢者施設では、なぜ感染対策が必要なのか？】【感染対策の基本の「き」】【集団感染の事例】【新型コロナウイルス感染症からの学び】【5類移行後のコロナの管内の発生状況】【高齢者施設のBCP策定における研修・訓練について】といった内容を分かりやすくご教授いただきました。

高齢者施設の特徴として、高齢者は加齢に伴い感染に対する抵抗力が弱くなっており感染しやすい傾向にあり、感染すると重症化リスクが高いこと。また集団で生活しているため感染拡大や重症化のリスクが高く、認知機能が低下している場合は衛生管理、感染対策への協力が得られにくいことがあげられます。私たちは利用者を感染から守るために日頃から標準予防策を理解し実施すること、病原体を「持ち込まない」「拡げない」「持ち出さない」、手指衛生の方法と重要性など基本に立ち戻ることができました。
BCP（業務継続計画）策定における研修・訓練については万が一の備えとして日頃から自然災害や感染症が発生した場合を想定した机上訓練や想定訓練を繰り返すこと。

感染症ではありませんが、自施設では昨年10月に電気設備作業による終日停電日があり、その日に合わせ自然災害想定訓練を実施しました。電気設備（ナースコール、眠りスキャン、PC、記録媒体、電話など）が使用できないという想定で、水・お湯が出ない状況での排せつケア、備蓄食を使用しての食事の提供などの訓練でした。この想定訓練で職員ひとりひとりの気づきが生まれ、もし災害が起きた際、個人が迅速かつ冷静に行動できるかという視点でBCPを意識することが大切だと改めて実感する機会となりました。
今回のセミナーは介護の現場だけでなく一般社会においても個人が感染症に対して基本的な知識を持ち、それぞれの状況に応じた行動をすることが大事だと認識できた講演でした。

鶴田様、大変有意義な講演をいただきまして誠にありがとうございました。
